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Ｎｏ テーマ
公開及び公開

予定期日

1 先の大戦の呼称について 3月17日

2 戦争犯罪 3月17日

3 戦没者慰霊・顕彰・遺骨収集 3月20日

4
幾つかの疑問で考える大東亜戦争（その1）　　無謀な戦いを挑ん

だのか？
3月21日

5 東京裁判に思う！ 3月29日

6 幾つかの疑問で考える大東亜戦争（その２）情報敗戦 4月2日

7 危機管理の要諦 4月6日

8 戦争調査会（昭和＆令和） 4月9日

9 防災と三助 4月13日

10 日本は、二正面作戦の愚を犯した？ 4月16日

11 大東亜戦争の敗因について 4月20日

12 防災・減災対策は効果あったのか 4月23日

13 新妻と共に特攻す 4月27日

14 大東亜戦争のグランドデザインはあったのか 4月30日

15 平時における業務遂行の9原則 5月4日

16 国際関係に影響を及ぼす諸原則 5月7日

17 危機一髪　分断国家となる寸前の日本とソ連の野望 5月11日

18 正常性バイアスと避難遅れ 5月14日

19 建国と友好に寄与した被留用日本人 5月14日

20 態勢変換の失敗 5月18日

21 残留日本兵の夫々の思いと苦闘 5月25日

22 日本の国家戦略・安全保障戦略の基本 5月28日

23 シーレーン防衛と戦没乗組員の増大 6月1日

24 歪な政軍関係が日本の敗戦を招いた（政軍関係の在り方を考える） 6月4日

25 日独伊三国同盟を考える　（信頼すべき同盟国とは？） 6月8日

26 知られざる日本による米本土攻撃！ 6月11日

27 かっては戦友だった 6月15日

28 かっては戦友だった！（台湾・朝鮮出身者の日本軍参加とその処遇） 6月18日

29 硫黄島での遺骨収集体験（英霊と向き合った半月） 6月22日

30 玉砕考　（玉砕の現代的意味を問う！） 6月25日

31 日本にも構想力はあった！幻の大東亜縦貫鉄道計画 6月29日

32 幻の先進兵器と日本の構想力 7月2日

33 武士道精神、戦場に咲く美談 7月6日

34 原爆投下をめぐる真実と虚構 7月10日

輝坊の放談　アップ状況
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35 特務機関の実像とアジア独立運動への貢献 7月13日

36 義命の存するところ　終戦と日本人の矜持 7月16日

37 戦果誤認と戦争指導の危機（虚構の上に築かれた作戦計画） 7月20日

38 戦争を如何に終わらせるか（前編） 7月23日

39 戦争を如何に終わらせるか（後編） 7月27日

40 総力戦時代に適応できなかった日本 7月30日

41 陸海軍の対立と統合作戦の失敗 8月3日

42 日本の地政学的考察 8月6日

43 日本は侵略国だったのか（前編） 8月10日

44 日本は侵略国だったのか（後編） 8月13日

45 靖国神社参拝問題の決着を！ 8月15日

46 特攻ー統率の外道と至純の魂 8月17日

47 帝国陸・海軍は日本の縮図か　 8月20日

48 プロパガンダと敵国分析（戦争が生み出す偏見とその代償） 8月24日

49 戦後和解の形（日米、日英、日豪の慰霊と友好） 8月27日

50 戦場に咲いた男の美学（ノブレス・オブリージュという矜持） 8月31日

51 アンバランスな軍隊の実像――張り子の虎の悲哀 9月3日

52 東條英樹の真実と限界（責を一身に負った男） 9月7日

53 戦場の性・軍歌・宗教・漫画・提灯行列から見る文化比較） 9月10日

54 誤解された捕虜虐待と戦陣訓の呪縛 9月14日

55 戦後80年と歴代総理談話の変遷、そして日本の歴史認識を問う 9月17日

56 特色ある作戦群に見る日本陸海軍の光と影 9月21日

57 戦後処理としての復員と引揚：壮大な後始末 9月24日

58 見過ごされた構造的欠陥（戦争が炙り出した日本人と日本的システムの弱点） 9月28日

59 非戦闘員避難の困難と悲劇 10月1日

60 名将の資質と日本軍指揮官の美学 10月5日

61 石油の戦いと守れなかったシーレーン（軍官民の努力と国家戦略の失敗） 10月8日

62 無条件降伏ではなかった？（終戦を導いた”条件”の重み） 10月12日

63 陸海軍の対立：日本型組織病理 10月15日

64 総動員態と人権、非常時の国家の在り方を問う 10月19日

65 戦場の裏方たち（珍部隊と知られざる活躍） 10月22日

66 空襲と防空（米国の爆撃、日本の対応、そして現代の課題） 10月26日

67 戦争に翻弄された人々と予測不能の現実（偶発、天災、裏切り、分裂、転向） 10月29日

68 大東亜戦争の責任は誰か 11月2日

69 大東亜戦争を肯定もせず、否定もせず、新たな視点を探る 11月5日

70 日本人の戦争観の特性と課題（大東亜戦編の締めくくり） 11月9日

71 戦没者慰霊顕彰、戦争犯罪の追加事項 7月31日

72 テロに甘い国日本（今こそキエンたる覚悟を） 11月12日
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73 サイバー空間の脅威と日本の防衛戦略 11月16日

74 戦訓を活かせなかった日本軍と現代への教訓 11月19日

75
難局に対応できぬ国とリーダーの不在（日本的システムの限界と教

訓）
11月23日

76 終戦記念日の国際的相違とその意味 8月14日

77
英語は禁止されていたのか？（法なき戦時統制と日本人の生真面目

さ）
11月26日

78 情緒的平和論の危うさ 11月30日

79 第９条の成立と解釈の変遷を見つめて 12月3日

80 憲法改正問題（熟議から決断へ　改憲停滞の構造と打開の鍵 12月7日

81 国民保護法成立から２０年（進まぬ態勢整備と課題の全貌） 12月10日

82 「絶対も虚し」絶対国防圏構想の崩壊と日本的システム 12月14日

83 決意なき開戦 12月17日

84 大東亜戦争の世界史的意義 12月21日

85 日米空母決戦と日本の勝機の可能性 12月24日

86 戦争は金食い虫だ！ 12月28日

87 国力の限界を超えた軍拡とその帰結 12月31日

88 日本は本当に誰と戦っていたのか？ 1月4日

89 政治の劣化とポピュリズム 8月30日


